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この本は，聖路加国際病院出身の50名の医師たちが
書いた本ですが，誰のために書かれたのでしょうか？　
さっと全体に目を通せば，これからキャリアを築いて
いく研修医・専門研修医や医学生が読むのに最適な本
であることがわかります．すなわち，若手医師の最大
の関心事である進路の選択やキャリア形成を経験した
先輩の文章が掲載されていて，ロールモデルや後輩へ
のアドバイスを見出すことができるからです．
さらに読み進めると，聖路加国際病院でさらなる研
修を続けた医師，あえて国内の病院へ異動して研鑽を
続けた医師，リサーチのための留学や海外での臨床研
修やフェローシップの機会を得た医師，あるいはほか
の病院で研修後（海外も含めて）スタッフとして迎えら
れた医師など，その多様さに驚くと同時に，「みんなち
がってみんないい」（金子みすゞの詩より）というフレ
ーズを思い起こします．
執筆者たちの生々しい体験のなかからいくつかを紹
介します．鈴木翔二先生が書かれたように，本や文献
を読む時間さえ潤沢ではない「ハードな研修生活」の
中で患者さんや指導医から実地に体感しつつ学ぶこと
により，「初期研修で医師としての振る舞いや思考回路」
が形成されていき，比良野圭太先生の文のように「知
的好奇心を継続すること」は，その後の生涯にわたる
学びの動機付けとなると思います．
市中病院に長い間勤務した臨床医は，大生定義先生
のように自分自身で「サバティカル（研究休暇）」を創
造した生き方に共感することでしょう．願わくは，長
年勤務した医師が希望すればサバティカルと職場への
復帰が保証される制度が日本にもあればと思います．
出雲博子先生が経験された，米国での数々の有益な
研修の構築途上に家庭の事情による方向転換をしなや

かに受け入れ，生涯学習を継続する生き方は，ぜひお
手本としたいものです．私も沖縄県立中部病院での研
修後，諸般の事情による職場の異動や，腎臓専門医か
ら総合診療医への転換を経験しましたが，子育てや両
親の看取りの経験は決してハンディとはならず，人と
して臨床医としてかけがえのない経験や糧となってい
ます．星哲哉先生が書かれたように予定外のことも寛
容に受け入れ，その時に与えられた役割を懸命に果た
せば，地位や名誉とは質の異なる“パッチワークのよう
に調和のとれた作品”を手にすることができるかもしれ
ません．
五十嵐正男先生の「いつまでも専門医でいることは
できない」という文は，多くの医師が壮年や晩年を迎
えるときに実感していることであり，日野原重明先生
の“臨床経験が，医師を「本当の医師」にする”という
言葉はもはや説明の必要はなく，しみじみとした共感
を覚えます．
この本の序文を読むと，さまざまな年代の医師に対
して，寄稿者である医師たちを紹介せずにはいられな
いという編集者の想いや意図が自然に伝わってきます．
最後に，この本は若手医師ばかりでなく熟年世代の
医師にもぜひ読んでほしいと思います．その理由は，
第一にこの本のなかで発展途上の若手医師に出会うこ
とができ，底知れぬパワーやエールを受け取ることが
できるからです．第二に，この本とともに研修医時代
やこれまでの歩みを振り返ると，行く手に人生との調
和のとれたライフステージが見えてくるかもしれない
からです．指導医が周囲の研修医たちにぜひ読むよう
に薦めるだけでなく，逆にこの本のなかの若手医師の
なかにロールモデルを見つけたり，啓発されたりする
ことさえあるかもしれないと期待しています．
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